


































































































































































記述している（表 1 － 1）。因みに筆者は東
久留米市や西東京市にある公共の図書館で平
日に観察したところ、確かに高齢男性が多い
が、高齢女性や若者もいる。筆者はこの事実
から、「高齢男性や高齢女性にとって図書館
が立派に居場所の機能を果たしている」と捉
えたい。図書館で過ごすことは、①外出する
ことで社会参加になること②情報収集で知的
満足を得ること、などを意味しており、本人
にとって大きな意義があるからである。
（３）上から目線で、高齢男性に対し「どこで
どのように過ごすべきだ」などということは
大きなお世話というものである。どこでどう
過ごそうとその人の人生である。ただし、家
に閉じこもり、社会と隔絶している人も少な
からずいるのも確かである。彼らに社会参加
を促すことは大切である。その意味で各市
町村に設置されている「地域包括支援セン
ター」の職員が閉じこもっている高齢者にア
プローチして、社会参加を促していることを
筆者は承知しており、大変意義のあることと
考える。「よってらっしゃい」もその受け皿
の一つでありたいと考えている。
（４）筆者が考える居場所の具体例をいくつか
上げてみよう。筆者住んでいる近所にＫ駄菓
子屋がある。ほぼ毎日午後から夕方にかけて、
そこで小学生が菓子やカップラーメンを食べ
たり、パチンコのような遊具で遊んでいる風
景を見かけるが、これなども小学生にとって
「居場所」になっている。次に、筆者の近く
にあるＬコンビニ内のコーナー（「街カフェ」
と称している）で毎朝コーヒーを飲み、ドー
ナツを食べている人を見かける。コンビニの
コーヒーは本格的煎れており大変美味しいそ
うである。これなども利用している人にとっ
て「居場所」になっている。
（５）以上を踏まえ、筆者は、「居場所」を次
のように定義する。居場所とは、「その人に
とって定期的に一定時間を心穏やかに過ご
し、安らぎを得ることができる場または空間」
をいう。居場所はそお人にとって、一ヶ所で
ある必要はない。いくつもの居場所があって
も良いのである。また、居場所には、「ハー
ド面」と「ソフト面」があると考える。「ハー
ド面」とは具体的な場や空間をいう。例えば、
上述で例示したコンビニのコーナーである。
一方、「ソフト面」とは、「家の中にオレの居
場所がない」というようなケースで、「家族
の中で浮いている」、「存在感がない」、「暗に
（場合によっては、明らかに）迷惑がられて
いる」というようなニュアンスで用いられる
「抽象的な場や空間」といえよう。
２　ヒアリングから見えてくること
（１）現在の「よってらっしゃい」は概ね好意
的に評価されている。逆にいうと、気にいっ
ているから、「常連さん」になっていただい
ているのであり、そうでなければ、足を運ば
ないということだろう。１回来ただけで、そ
の後姿を見せない方もいる。
（２）水曜日の午後は「よってらっしゃい」が
必ず開催されているということも信頼感に繋
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がっていると推測される。祭日および年末年
始を除き年 48 回開催している。
（３）運営については、毎回終了後、約１時間、
スタッフは振り返りを行っており、利用者の
希望が良いものであると思われるものは取り
入れるなど運営方法も適宜改善していること
が受け入れられていると思われる。
Ⅴ　課題
　経営学では資源には、①ヒト②モノ③カネ④
情報⑤ネットワーク、という５つの要素がある
とされている。この視点は、福祉関連事業を展
開する場合にも当てはまり、これらの５つの要
素を念頭において運営をする必要があると考え
る。
　「よってらっしゃい」の活動をスタートさせ
た当初は、これらの全ての資源が不足しており、
どうすれば、うまく軌道に乗せられるか苦慮し
たものである。
　そこで、上記の切り口で、「よってらっしゃい」
は今後どのような課題があり、どのような処方
箋が必要かについて考えてみたい。
１　ヒトに関連する課題
　ヒトについては、利用者とスタッフの２つ
の面がある。
　利用者に関しては、現在利用していただい
ている利用者に加えて、家に閉じこもりがち
な方を開拓していく必要がある。そのために
は、西東京市役所・地域包括支援センターな
どとの連携、IT を活用した募集、などが考
えられる。
　スタッフについては、現在７名のスタッフ
はいくつものボランティア活動を掛け持ちし
ており、超多忙である。スタッフを増強して、
例えば、月に１度程度は着実に休みをとれる
ような余裕ある運営をしたいと考えている。
２　モノに関連する課題
　モノとは開催場所の確保である。活動を開
始した当初は、会場の確保に苦労したが、平
成 28 年２月から「ほっとハウスみどり」の
中に会場を確保できたので、安定した運営が
できている。しかしながら、まだこの会場を
十分に活かしきれていないのではないかと考
えている。例えば、ほっとハウスみどりがあ
る緑町近辺の複数の自治会のメンバーなどを
もっと利用者に繋げるというようなことが考
えられる。
３　カネに関連する課題
　カネとは運営資金をいい、安定的に運営す
るには運営資金の確保が極めて重要である。
　「よってらっしゃい」は当初、フリーマー
ケットで確保した資金を原資として、会費
100 円を加え、細々と運営していた。
　西東京市は平成 28 年度に「介護予防・日
常生活支援総合事業住民主体型通所サービス
事業」をスタートさせた。「よってらっしゃ
い」はこの制度を申請し、認可された。精算
や申請などの手続き面では多少労力が必要で
あるが、運営に余裕ができることは大きなメ
リットである。特に、利用者に対する行事保
険（東京都社会福祉協議会）を付保できるよ
うになったことが最大のメリットである。今
後は、補助金および会費を有効に使用し、内
容を充実させていくことが課題である。
４　情報に関連する課題
　情報には収集情報と発信情報がある。
情報収集に関しては、福祉関係の機関・施設
との連携が重要である。
　一方、発信情報に関しては、現在チラシを
作成し、付近の掲示板数ヶ所に貼っている。
今後の課題としては、推進部会の一つである
「情報部会」と連携し、ＳＮＳによる情報提
供に取り組みたい。
５　ネットワークに関連する課題
　利用者を支援する方法の一つに、地域資源
をネットワーク化すること、すなわち、ネッ
トワークの構築があげられる。地域資源とは、
地域包括支援センター・社会福祉協議会・老
人福祉センター・特別養護老人ホームなどの
機関・施設、医師・看護師・社会福祉士など
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の専門職、ボランティアや親族などの人的資
源を指す。
　「よってらっしゃい」自身も、地域資源の
一つとして認知されつつある。その証左とし
て、緑町地域包括支援センターから、「“よっ
てらっしゃい”で面倒を見て欲しい」と一人
暮らしで社会活動の苦手な方を 10 人程度連
れてきていただいた。１回目は職員が帯同し、
サロンで一緒に過ごす。問題は、２回目に、
一人で会場に来られるかが鍵である。最初は
かなり多くの方が２回目には来られなかった
が、最近では、一人で来られる方が増えてい
る。しかも、男性が多い。その理由として、
一定数の男性がいることが安心かにつなが
り、定着しつつあるのではないかと考えられ
る。
　今後の課題として、一人で会場までくるこ
とに不安がある利用者については、よって
らっしゃいのスタッフあるいは協力団体（ふ
れまち交流活動など）のスタッフが自宅まで
の出迎え・見送りをするなどの方策を検討し
たいと考える。
Ⅵ　おわりに
　筆者のヒアリングに協力いただいた利用者お
よび関係機関の職員に対し、厚くお礼を申し上
げたい。
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